
本
協
会
は
、
２
０
１
６
年
に
韓
国
大

学
法
人
協
議
会
と
包
括
協
定
を
結
び
、

日
韓
の
私
立
大
学
の
交
流
促
進
や
調
査

協
力
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
２
０

年
に
包
括
協
定
の
再
締
結
を
行
お
う
と

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
果
た
せ
ず
に
い

た
。
そ
こ
で
、
今
後
の
同
協
議
会
と
の

連
携
方
針
の
確
認
と
韓
国
の
私
立
大
学

の
運
営
方
策
と
し
て
の
付
随
事
業
・
収

益
事
業
の
現
況
調
査
の
た
め
、
12
月
１
日
〜
５

日
に
韓
国
視
察
を
行
っ
た
。
視
察
は
、
私
学
高
等

教
育
研
究
所
の
「
日
韓
の
私
立
大
学
の
比
較
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
協
同
で
企
画
し
た
。

ま
ず
、
韓
国
大
学
法
人
協
議
会

李

大
淳

名

誉
会
長
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
、
日
韓

の
私
立
大
学
で
連
携
し
、
青
少
年
の
交
流
を
推
進

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
、
同
徳
女
子
大
学
を
訪
問
し
た
。
同
大

学
は
、
韓
国
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
女
子
大
学
の

１
つ
で
あ
る
。
特
に
舞
台
芸
術
学
部
が
有
名
だ
。

ソ
ウ
ル
の
劇
場
が
多
く
あ
る
地
域
に
舞
台
芸
術
学

部
の
校
舎
を
建
て
、
現
場
体
験
を
組
み
込
ん
だ
教

育
で
知
ら
れ
て
い
る
。
他
の
大
学
の
芸
術
学
部
も

こ
の
地
域
に
進
出
し
た
が
う
ま
く
い
か
ず
撤
退
し

て
い
る
が
、
最
初
に
進
出
し
た
同
徳
女
子
大
学
は

継
続
し
て
人
気
を
保
っ
て
い
る
。
学
内
に
は
韓
国

の
装
束
を
中
心
と
す
る
所
蔵
品
の
展
示
と
大
学
の

歴
史
に
関
す
る
博
物
館
も
あ
り
、
同
大
学
の
特
色

を
内
外
に
示
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
女
子
高

校
生
が
共
学
を
好
む
傾
向
が
あ
る
の
は
韓
国
も
日

本
と
同
じ
だ
そ
う
だ
が
、
設
立
の
理
念
で
あ
る
道

徳
を
重
視
し
た
女
性
教
育
を
体
現
す
る
た
め
、
今

後
も
女
子
大
学
と
し
て
運
営
し
て
い
く
予
定
だ
と

い
う
。

次
に
、
建
国
大
学
を
訪
問
し
た
。
最
近
発
表
さ

れ
た
韓
国
の
大
学
中
間
評
価
で
７
位
と
な
り
、
勢

い
が
あ
る
。
獣
医
学
を
も
と
に
発
展
し
、
医
学
、

政
治
、
経
済
、
芸
術
な
ど
15
学
部
が
あ
る
。
収
益
事

業
と
し
て
牛
乳
や
ハ
ム
の
製
造
・
販
売
、
証
券
会

社
等
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
最
近
注

目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
高
齢
者
施
設
のT

h
e 

C
la
ssic5

0
0

の
運
営
だ
。
富
裕
層
向
け
の
高
齢

者
施
設
で
あ
り
、
同
大
学
附
属
病
院
に
隣
接
し
て

い
る
こ
と
が
最
大
の
魅
力
だ
。
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
が
近
く
に
あ
る
こ
と
、
入
居
者
の
家

族
はT

h
e C
la
ssic5

0
0

の
宿
泊
階
を
使
用
で

き
る
こ
と
、
ゴ
ル
フ
や
水
泳
の
ほ
か
、
読
書
ク
ラ

ブ
な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
準
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
人
気
の
理
由
で
あ
り
、
全
室
完

売
で
現
在
は
空
き
待
ち
の
状
態
で
あ
る
。
大
学
経

営
面
で
は
、
地
方
キ
ャ
ン
パ
ス
が
足
か
せ
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
大
学
附
属
病
院
が
あ
り
、

地
方
医
療
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
た
め
動
か
せ
な

い
な
ど
、
課
題
も
抱
え
て
い
る
。
高
齢
者
施
設
立

ち
上
げ
に
は
反
対
も
多
か
っ
た
が
、
前
理
事
長
が

10
年
か
け
て
学
内
及
び
行
政
関
係
と
協
議
を
重

ね
実
現
し
た
と
の
こ
と
で
、
粘
り
強
い
経
営
姿
勢

が
功
を
な
し
た
と
い
え
る
。

韓
国
教
育
省
で
は
、
私
立
大
学
政
策
部
を
訪
問

し
た
。
韓
国
で
は
構
造
改
革
の
下
、
私
立
大
学
の

収
容
定
員
と
学
校
数
を
減
ら
す
施
策
が
取
ら
れ
て

い
る
。
政
策
部
の
担
当
官
は
、
私
立
大
学
が
自
主

的
に
撤
退
を
含
め
た
今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
、
学
校
法
人
か
ら
社
会
福

祉
法
人
へ
の
転
換
を
認
め
る
こ
と
な
ど
を
現
在
国

会
で
審
議
中
と
の
こ
と
。
国
会
で
は
地
方
大
学
を

ど
う
存
続
さ
せ
る
か
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
地
方

大
学
の
み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
補
助
事
業
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
。
韓
国
は
、
少
子
化
が
進
行

し
て
お
り
、
ソ
ウ
ル
へ
の
一
極
集
中
な
ど
、
同
様

の
現
象
が
見
ら
れ
る
日
本
に
お
け
る
私
立
大
学
政

策
に
注
目
し
て
い
る
よ
う
で
、
設
置
基
準
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
担
当
官
か
ら
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
。

韓
国
の
私
立
大
学
の
視
察

同
徳
女
子
大
学
と
の
懇
談
会

建
国
大
学
の
高
齢
者
施
設

1




